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あ
ゆ
み
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

名
張
、
開
所
３
周
年
記
念
と

い
た
し
ま
し
て
、
伊
賀
琉
真

太
鼓
（
い
が
り
ゅ
う
し
ん
だ

い
こ
）
様
に
よ
る
、
創
作
エ

イ
サ
ー
演
奏
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

  

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
当

デ
イ
ス
タ
ッ
フ
の
娘
さ
ん
も

参
加
さ
れ
て
お
り
、
以
前
か

ら
「
い
つ
か
あ
ゆ
み
の
に
来

て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
た

想
い
が
、
3
周
年
を
機
に
実

現
し
ま
し
た
。

  「
沖
縄
の
風
を
届
け
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
の
言
葉
と
と

も
に
、

「
イ
ー
ヤ
ー
サ
ー
サ
ー
！
」

「
ハ
イ
ヤ
！
」

と
元
気
な
掛
け
声
が
響
き
渡

り
ま
す
。

  

利
用
者
様
も
パ
ー
ラ
ン
ク
ー

（
小
太
鼓
）と
バ
チ
で
参
加
し
、

「
オ
ジ
ー
自
慢
の
オ
リ
オ
ン

ビ
ー
ル
」
と
い
う
曲
目
で
は

「
あ
っ
り
乾
杯
！
」

の
声
と
と
も
に
、
会
場
は
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し

た
。

胸
に
響
く
太
鼓
の
リ
ズ
ム

み
ん
な
で
一
緒
に
掛
け
声

 

お
か
げ
さ
ま
で
、
あ
ゆ
み
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
名
張
は
、
開
所
３
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
ご

利
用
者
様
、
ご
家
族
様
、
地
域
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

 

こ
れ
か
ら
も
笑
顔
あ
ふ
れ
る
場
所

と
な
れ
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

伊
賀
琉
真
太
鼓
様

　  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
あ
っ
り
か
ん
ぱ
〜
い
！

あゆみのデイサービス名張
３周年記念

伊賀琉真太鼓様来訪！伊賀琉真太鼓様来訪！
い が り ゅ う し ん だ い こい が り ゅ う し ん だ い こ



あゆみのスタッフに聞く

１０の質問。
ケアスタッフ /北森

第13回

訪問ナース・リハビリステーションあゆみの伊賀

訪問ナース・リハビリステーションあゆみの TEL:0595-62-1820

あゆみのデイサービス名張 TEL:0595-48-6601

あゆみのデイサービス伊賀 TEL:0595-54-6255

instagram

制作担当
西澤施設見学、お試し利用（無料）随時受け付けております。

空き状況のお問い合わせなどお気軽にご相談ください。

［８・実は〇〇です］
実はお酒が大の苦手です。飲める顔をしている
そうなんですが、１滴も飲めません（笑）

「正」
良くも悪くも嘘が苦手。昔から嘘をつくのが
下手で、すぐにバレます（笑）
子どもにも嘘は信用をなくす、と教えています。

［９・漢字一文字で自分を表すと？］

これからも利用者様の立場で考え、寄り添った
介助ができるよう精一杯頑張ります。
よろしくお願いします！

［１０・今後の意気込み］

北森 /デイサービス名張 /2025 年 2月
［１・お名前 /２・部署 /３・入社年月］

［６・リフレッシュの仕方］
子供達が寝た後に、ネトフリを見ながらお菓子タイム
をすることと、海や滝の音を聞くことです。

［４・趣味やマイブーム］
食べることが好きなので食べ歩き
［５・今、一番行きたい所］
沖縄。エイサーを見て更に行きたくなりました

［７・おすすめの〇〇］
我が家でハマっている「おじさんメッセージ」です。
誰が一番おじさんっぽい LINE 文を作れるかで
盛り上がっています。

ご本人とご家族の想いに “寄り添う” ということ
あゆみの訪問リハビリ

　あゆみのでは、定期的に独自の勉強会
「MD（Monday Dialogue）」を行い、日々の気づ
きや学びを大切にしています。
　今回の勉強会では、伊賀の作業療法士・山本さん
が実際の事例をもとに、名張のスタッフともオンラ
インで繋いで、現在の取り組みや介入の方向性を共
有しました。
　利用者様やご家族の想いに寄り添い、私たちにで
きることを考えながら実践につなげていくこと。そ
して多職種との連携の大切さを、改めて感じる機会
となりました。

作業療法士 /山本

MD -Monday Dialogue-
今月の勉強会

 １対１でリハビリをしている
と、自分のアプローチがご利用
者様にとってプラスになれてい
るか悩むこともあります。専門
職だからこそ他のスタッフと意
見交換することでよりよい支援
ができたらとおもいます。

オンラインでもたくさんの意見や
質問が飛び交います。

応援。


